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会議の概要(議事録) 

会議の名称  
（番号） 

１－１８ 
令和８年度墨田区生活安全推進協議会 

開 催 日 時  令和８年７月１０日（ 金 ） １５時００分 から １６時００分 まで 

開 催 場 所 墨田区役所１３階 １３１会議室 

出 席 者 数 

【会 長】山本  亨（墨 田 区 長） 

【委 員】（出席２３人） 

石井 義隆（江東橋五丁目町会会長） 北條 嘉雄（東向島宮元町会会長） 

老田  勝（東京商工会議所墨田支部会長） 須山 浩道（本 所 警 察 署 長） 

村島 修平（向 島 警 察 署 長） 風間 利昭（向島防犯協会会長） 

飯沼  清（本所防火防災協会会長） 大谷 和美（向島防火防災協会会長） 

早川 洋子（本 所 消 防 団 団 長） 岩本 光弘（向 島 消 防 団 団 長） 

田中 康裕（本所交通安全協会会長） 飯田 貴司（向島交通安全協会会長） 

齋藤 正樹（墨田区民生委員・児童委員協議会会長） 黒木 為則（墨田区立中学校ＰＴＡ連合会会長） 

加藤 才智（墨田区青少年委員協議会会長） 長谷川 豊（墨田区青少年育成委員会連絡協議会会長） 

磯貝  薫（向 島 母 の 会 会 長） 有馬 慶子（墨田区保護司会会長） 

中嶋 保徳（小 学 校 長 会 会 長） 吉岡 大司（中 学 校 長 会 会 長） 

土橋 秀規（墨 田 区 副 区 長） 天海 晴彦（墨田区都市整備部長） 

大竹 恵介（墨田区危機管理担当部長） 

会議の公開 

（ 傍 聴 ） 

公開（傍聴できる）部分公開（部分傍聴できる） 

非公開(傍聴できない) 
傍聴者数 ０ 人 

議 題 

１ 墨田区における交通事故・犯罪発生概況（本所警察署長） 

２ 火災及び救急等の発生状況（向島消防署警防課長） 

３ 墨田区の生活安全に関する施策 

ア 墨田区の安全・安心施策（令和８年度）（安全支援課長） 

イ 令和８年春の墨田区交通安全運動や交通事故防止の取組み等（土木管理課長）  

ウ 子どもの安全対策（教育委員会事務局庶務課企画・法務担当担当係長） 

４ その他（質疑応答） 

配 付 資 料 

令和８年度墨田区生活安全推進協議会次第 

墨田区生活安全推進協議会委員名簿 

資料１ 墨田区における交通事故・犯罪発生概況 

資料２ 火災及び救急等の発生状況について 

資料３ 墨田区の安全・安心施策（令和８年度） 

資料４ 令和８年春の墨田区交通安全運動や交通事故防止の取組み等について 

資料５ 子どもの安全対策について 

参 考 令和８年度墨田区防災対策事業について 

会 議 概 要 

１ 開会 

危機管理担当部長から、本協議会が原則公開の扱いになることについて説明し、

了承された。 

２ 会長挨拶 

会長である墨田区長から、開会に当たっての挨拶があった。 

３ 会議の成立 

危機管理担当部長から、協議会の定足数について説明し、出席者数が半数を超

えたことにより会議が成立することを報告した。 
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４ 議事 

（１） 墨田区における交通事故・犯罪発生概況 

本所警察署長から資料に基づき説明を行った。 

（２） 火災及び救急等の発生状況 

向島消防署警防課長から資料に基づき説明を行った後、（１）と併せて質疑

応答を行った。 

（３） 墨田区の生活安全に関する施策 

安全支援課長、土木管理課長及び庶務課企画・法務担当担当係長から資料に

基づき説明し、質疑応答を行った。 

【主な質疑・意見】 

・ 区における感震ブレーカーの普及啓発又は補助等について 

→ 多くの方に感震ブレーカーを設置してもらうため、東京都や消防庁との連携

も視野に、現在検討している。 

・ 小中学校の交通安全教室における保護者の参加促進について 

→ 学校の授業時間内で行うことが原則となるが、授業参観やＰＴＡの保護者会

等で保護者も参加できるよう調整し、今後も交通ルール・交通マナー順守の意

識の向上を図っていく。 

・ 公衆便所の撤去後の取扱いに係る事前説明が不足している件について 

→ 説明が不足していた内容については、再度区から丁寧に説明していく。今後

同様のことが起きないよう注意する。 

・ 親子で学ぶデジタル防犯活動・教室の実施について 

→ 検討していく。 

・ 保育園利用者に対して園から交通安全の注意喚起が実施されない件について 

→ 区の子ども・子育て支援部に情報共有する。保育園には担当からも連絡する

うえ、交通安全については区としてもしっかり取り組んでいく。 

・ 学校やＰＴＡの場に、課題を抱える家庭の保護者がなかなか来てくれないこと

について 

→ 教育委員会及び校長会に情報共有し、対応していく。 

・ 学校で火災が発生した時の効率的な避難方法について 

→ 区では各学校や消防署と意見交換し、二方向避難や救助袋等の有用性を検証

していく。各学校でも救助袋や消火栓を用いた訓練を実施していく予定である。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

会議の概要は、以上である。 

所 管 課 都市計画部危機管理担当安全支援課安全支援・空き家対策担当（内線３５６４） 

 


